





































 ）高橋修「 『常陸守護』八田氏再考─地域間交流と領主的秩序 形成─」 （地方史研究協議会編『茨城の歴史的環境と地域形成』雄山閣、二〇〇九年） 。
（５
 ）山本隆志「辺境における在地領主の成立─ 都 朝綱を中心に─」 （ 『鎌倉遺文研究』第一〇号、二〇〇二年、のちに増補・改訂の上、同氏『東国における武士勢力の成立と展開発展─東国武士 の再構築 』 〈思文閣出版、二〇一二年〉の第二章に第一節「宇都宮朝綱の在地領主化」と改題して収録） 。
（６




































































 ） 『尊卑分脉』 ・ 『宇都宮系図』 （ 『続群書類従』巻第百五十二に正本一部と別本二部が収録されている） 。
（２
 ） 鴨志田智啓 「宇都宮氏出自考」 。鴨志田氏が 『中右記 の所見としてあげたのは、 康和四年 （一一〇二） 四月十九日 ・ 同五年十月八日 ・天仁二年（一一〇九）十月八日条であるが、三番目は誤りで、正しくは天仁二年十月二十六日条の裏書である。
（３




 ）以上、三井寺と河内源氏の結びつきの発端については、永井晋「園城寺と河内源氏─戒誉・覚義から公暁まで─」 （ 『国史学』第二〇一号、二〇一〇年）を参照。
（６





































































































級貴族の子孫の中にも地方 下って武士化する者が見られたのである。注（１）佐々木紀一「桓武平氏正盛流系図補輯（下） 」 （ 『国語国文』第六五巻第一号、一九九六年） 。（２
 ）佐々木紀一 「桓武平氏正盛流系図補輯（下） 」 。 『吾妻鏡』は宗房に「造酒正」の官を付するが、 中原宗家 ・ 宗政（宗家の父） 、 そして、この宗房も外記・造酒正を経て受領に昇進する官途を歩むとともに、院・女院の主典代をつとめていたこと この佐々木氏の論文において指摘されている。なお、 『尊卑分脉』は信房を宗房の子としている。






























































（ 『吉見系図』 ・ 『吾妻鏡』養和二年三月九日条）
、蓋然性の高い話といえよう。
注（１）高橋修「 『常陸守護』八田氏再考─地域間交流と領主的秩序 形成─」 。（２） 『栃木県史 　史料編・中世四』 （栃木県、一九七九年）に収録。（３）須藤聡「奥羽周辺地域の武士団形成─下野国を中心に─」 。（４）松本一夫「寒河尼」 （同『下野 史の研究』岩田書院、二〇一〇年、初出二〇〇六年） 。（５）米谷豊之祐「武士団の成長と乳母」 （ 『大阪城南女子短期大学研究紀要』第七巻、一九七二年） 。
下野宇都宮氏の成立と、その平家政権下における存在形態
31


















































 ）宇都宮の地政学的な評価や宇都宮社が奥州の反乱鎮圧を起請する機能 有する社檀であったことについては、 山本隆志「辺境における在地領主の成立─宇都宮朝綱を中心に─」に詳しく論じられている。
五 　朝綱・知家の在京活動
　宗綱には朝綱と知家の男子があり、 朝綱が宇都宮を称したのに対して、 知家は八田を名乗っている。 『尊卑分脉』 は、
朝綱について「鳥羽院武者所」 「後白
川（河）



















































 ）拙稿「東国武士と中央権力─鎌倉政権成立史研究の一視点─」 （拙著『中世東国武士団の研究』 、初出一九八二年） 。
（２






 ）仁安二年十二月十三日「藤原朝綱申文」 〔吉田早苗「京都大学附属図書館所蔵「兵範記」紙背文書にみられる申文」 （ 『東京大学史料編纂所報』第一四号、一九七九年） ・同「 「兵範記」紙背文書にみえる官職申文（上） 」 （同 　第二三号、一九八八年）に翻刻収録 （京大本 一号 ・ 陽明文庫本六〇号 〕 。ちなみに、 この申文が宇都宮朝綱のものであることについては、 拙稿 「惟宗忠久をめぐって」 （拙著『中世東国武士団の研究』 、初出一九九一年）で述べた。
（５
 ） 『古事類苑』 （官位部二 八）参照。
（６
 ）藤原氏系の宇都宮（八田）氏ではじめて受領に任じ のは、朝綱弟の八田知家である。それは彼が在京活動に従事したこととともに、義朝の猶子として源氏一門に準 られる存在であったことによるらしいが、それも源頼朝死後の段階に至ってからのとである〔拙稿「執権政権下の三浦氏」 （峰岸純夫編『三浦氏の研究』名著出版、二〇〇八年、初出一九八三年）註
10） 〕 。朝綱



























































 ） 『平安時代史事典』 （角川書店、一九九四年） 「平業房」の項（西井芳子執筆） 。
（２




 ）宗盛亭の所在については、髙橋昌明「平氏の館について─六波羅・西八条・九条末─」 （ 『神戸大学史学年報』第一三号、一九九八年）を参照されたい。
（５
 ）拙稿「平氏政権下における坂東武士団」 （拙著『坂東武士団の成立と発展』 ） 。
（６
























































　しかし、 この文意は「大施主がこの 願を発した理由は、 去る治承四年に天下が乱れて東西で源平の戦いが じまっ



























 ） 『平家物語』巻第七「聖主臨幸」 、 『延慶本平家物語』第三末の二十八「筑後守貞能都ヘ帰リ上ル事」 。
（２
 ）拙著『坂東武士団の成立と発展』 （弘生書林、一九八二年）第三章二 註（
62） 。
（３
 ）拙著『坂東武士団の成立と発展』第二章第一節九六頁。 『吾妻鏡』元暦元年五月二十四日条には、宇都宮朝綱が「在京して平家に仕えながらも心を関東に通わし、ひそかに都を遁れ出て頼朝のもとに参上した」ゆえに、その功をもって伊賀国壬生野郷地頭職を拝領したことが記されているが、 朝綱の壬生野郷地頭職補任は翌年の六月以降のことでなければならず〔次節注（３）参照〕 、この条の記載内容は検討を要する。
（４
 ）永井義憲・清水宥聖編『貴重古典叢刊６ 　安居院唱導集 　上巻』 （角川書店、一九七二年） 七九〜 八〇頁。
（５






 ） 『吾妻鏡』元暦元年（一一八四）五月二十四日条は、頼朝が頼綱に宇都宮社務職を安堵したのを伊賀国壬生野郷地頭職補任と同時のこととするが、この条が不審であることは注（３ で述べたとおりで る。
（９














七月の平家一門都落ちの際、 貞能が内大臣宗盛に対して、 長年平家に仕えて在京していた宇都宮朝綱 ・











































 ）平家都落ち前後の平貞能の動向については、上横手雅敬「小松殿の公達について」 （安藤精一先生退官記念会編『和歌山地方史の研究』宇治書店、一九八七年）を参照されたい。このことで、 『平家物語』諸本のうち、史実ともっとも整合する内容をもつのは『源平盛衰記』 （巻三十一「 小松殿の墓に参る
付
小松大臣如法経の事」 ）である。なお、 『平家物語』の長門本（巻第十四）
で宇都宮朝綱と畠山重能・小山田有重が同一行動をとったとされているのは、有重が朝綱の姉妹の夫 『宇都宮系図』 ） 、重能と有重が兄弟の関係にあること（ 『尊卑分脉』 ）によるのであろう。
（２
 ）川合康「中世武士 移動の諸相─院政期武士社会 ネットワークをめぐって─」 （ 『メトロポリタン史学叢書１ 　歴史のなかの移動とネットワーク』桜井書店、二〇〇七年） 、同『日本中世の歴史３ 　源平の内乱 公武政権』 （吉川弘文館、二〇〇九年） 、 『伊賀市史 　第一巻 　通史編 　古代中世』 （伊賀市、 二〇一一年） 中世第一章第一節 「鎌倉幕府の成立と守護 ・ 地頭の設置」 （川合康執筆） 。
（３
 ）川合康「中世武士の移動の諸相─院政期武士社会のネットワークをめぐって─」 なお、 『吾妻鏡 は朝綱の壬生野郷地頭職補任の記事を元暦元年五月二十四日条に収めているが、壬生野郷地頭職補任 事実は他の史料によっ 確認できるものの、そ 補任は翌年の六月以降でなければならず、同日条 所収は誤っている。この点も、川合論文の指摘すると ろ ある。
（４
 ）川合康『日本中世の歴 ３ 　源平の内乱と公武政権』七四頁。
（５
 ）佐々木紀一「桓武平氏正盛流系図補輯（下） 」 。
（６
 ） 「 『一所傍輩』 ネットワーク」については、拙著 氏 坂東武士』を参照されたい。
（７
















































 ）佐々木紀一「桓武平氏正盛流系図補輯（下） 」 。
（２
 ）飯田悠紀子「知行国主・国司一覧〔天養元年〜寿永２年〕 」 （永原慶二ほか編『中世史ハンドブック』近藤出版社、一九七三年） 。
（３






 ）佐伯真一「 『平家物語』と『予章記』 」 （同『平家物語遡源』若草書房、一九九六年、初出は一九八八年） 。
（７
 ）山内譲「伊予国における武士団の成立と展開」 （同『瀬戸内海地域史の研究』法政大学出版局、一九九八年、初出一九七九年） 。山内氏は、 河野氏がなぜはやくから源氏方に与同したのかと う は伊予中世史に関心をもつ者に長く疑問とされるところであったと述べている。
（８
 ） 最近、頼朝の挙兵決断の背後に後白河院の意志が存在したことが具体的に明らかにされつつあるが〔上横手雅敬「院政期の源
氏」 （御家人制研究会編『御家人制の研究』吉川弘文館、一九八一年） ・元木泰雄「頼朝軍の上洛」 （上横手雅敬編『中世公武権力
46















　五では、宗綱の子息である朝綱 ・ 知家および中原氏系の信房が京都において武士として活動した事実を追い、朝綱 ・
知家が院の武者所・内の滝口から官途をスタート のに対して、中原氏系の信房が彼らより格上の内の所衆に任じていることを指摘するとともに、朝綱が頼朝の挙兵以前 段階で帯びていた左衛門尉という官職が当時の坂東武士のなかで突出して高いものであったことを再確認した。
　六では、在京した宇都宮朝綱が平家のもとで警察活動に従事し、治承三年 クーデター 際し 逃亡した院近臣

















　　　　〈キーワード〉　　 武士論 宇都宮氏 　鎌倉幕府
